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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各種装置それぞれのコンピュータにおいて使用するデータの共用管理とそのデータの取
り込みを行うコンピュータプログラムにおいて、
　前記データは、複数の項目を有するレコードを有し、且つ当該データを構成する１レコ
ード内の項目毎に前記各装置を識別する識別情報を記憶しており、
　前記記憶したデータの１レコードを構成する複数の項目の内、自装置を識別する識別情
報が記憶された項目のみを自装置に取り込む取込ステップ、を備えたことを特徴とするデ
ータの共用管理とそのデータの取り込みを行うコンピュータプログラム。
【請求項２】
　前記項目毎に記憶する識別情報は、複数であることを特徴とする請求項１に記載のデー
タの共用管理とそのデータの取り込みを行うコンピュータプログラム。
【請求項３】
　各種装置で使用するデータを共用管理すると共に、前記各種装置へ前記データを提供す
るデータ管理システムにおいて、
　前記各種装置の内の何れかの装置が、前記データを構成する１レコード内の項目毎に前
記各装置を識別する識別情報を記憶する記憶手段を備え、
　前記記憶手段を備えた装置以外の装置は、前記記憶されたデータの１レコードを構成す
る複数の項目の内、自装置を識別する識別情報が記憶された項目を自装置に取り込む取込
み手段を備えたことを特徴とするデータ管理システム。
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【請求項４】
　前記記憶手段が項目毎に記憶する識別情報は、複数であることを特徴とする請求項３に
記載のデータ管理システム。
【請求項５】
　前記各種装置は、管理装置、あるいは、前記管理装置の機能を有する装置と、前記管理
装置、あるいは、前記管理装置の機能を有する装置によって管理される各種装置とを具備
し、前記記憶手段は前記管理装置、あるいは、前記管理装置の機能を有する装置が具備す
ることを特徴とする請求項３又は４に記載のデータ管理システム。
【請求項６】
　各種装置それぞれのコンピュータにおいて使用するデータの共用管理とそのデータの取
り込みを行うコンピュータソフトウェアによる情報処理方法において、
　前記データは、複数の項目を有するレコードを有し、且つ当該データを構成する１レコ
ード内の項目毎に前記各装置を識別する識別情報を記憶しており、
　前記記憶したデータの１レコードを構成する複数の項目の内、自装置を識別する識別情
報が記憶された項目のみを自装置に取り込む取込ステップ、を備えたことを特徴とするデ
ータの共用管理とそのデータの取り込みを行うコンピュータソフトウェアによる情報処理
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各種装置において共用するデータを、各装置に取り込んで利用する際に用い
て好適なデータの共用管理とそのデータの取り込みを行うコンピュータプログラム及びデ
ータ管理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、異なる装置（例えば、ラベルプリンタ、包装装置、帯巻包装装置等）で、例えば
、商品ファイル（そのファイル中の各商品データ）を共通で利用（共用）する場合がある
（例えば特許文献１の図１参照）。一方、前記異なる装置のそれぞれで使用する前記商品
データ中の項目は異なる。たとえば、商品データ中には、その商品の商品名称等の項目の
他に、風袋情報の項目等が含まれるが、装置の中には秤を備えていないものもあり、その
ような装置においては風袋情報の項目は不要である。
【０００３】
　このため従来、異なる装置間で商品データを共用する場合、まず前記商品データを自装
置に全て取り込み、次に取り込んだ商品データの各項目の内、使用する項目のみを抽出し
、これを利用するようにしていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１９１９０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記商品データの取り込み方法を用いると、商品データ中の不要な項目
までを自装置に取り込んでしまうので、限られた自装置内のメモリ容量を圧迫してしまう
という問題があった。
【０００６】
　一方、前記問題が生じないようにするため、各装置毎のデータフォーマットからなる商
品ファイル（データファイル）を予め用意しておき、各商品の商品データを各商品ファイ
ルへそれぞれ登録し、その後、各装置が自装置に適合したデータフォーマットの商品ファ
イルから商品データを取り込むようにする方法もある。
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【０００７】
　しかしながら、この方法の場合、複数の商品ファイルを予め用意してそれぞれの商品フ
ァイルへ各商品データを登録し、その後自装置に適合した商品ファイルの商品データを取
り込むので、手間と時間を要するという問題があり、またデータ管理が煩雑になってしま
うという問題があった。
【０００８】
　本発明は上述の点に鑑みてなされたものでありその目的は、異なる装置間でデータを共
用して効率的に利用することができ且つ各装置内のメモリ容量を圧迫することがなく、同
時にデータ管理が煩雑になることもないデータの共用管理とそのデータの取り込みを行う
コンピュータプログラム及びデータ管理システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、各種装置それぞれのコンピュータにおいて使用するデータの共用管理とその
データの取り込みを行うコンピュータプログラムにおいて、前記データは、複数の項目を
有するレコードを有し、且つ当該データを構成する１レコード内の項目毎に前記各装置を
識別する識別情報を記憶しており、前記記憶したデータの１レコードを構成する複数の項
目の内、自装置を識別する識別情報が記憶された項目のみを自装置に取り込む取込ステッ
プ、を備えたことを特徴としている。
　本発明によれば、商品データや添加物データ等のデータ（少なくとも１レコードを有す
る）を、異なる装置で共用することができ、且つ各装置がデータを取り込む際は自装置の
識別情報と合致する項目のみを取り込むことができるので、各装置内のメモリ容量が圧迫
されることを防止できる。また、データを異なる装置間で共用できるので、データ管理が
煩雑にならない。また、ある装置が必要とする項目に、その装置を識別する識別情報を設
定するだけで、必要とするデータ（項目）のみを取り込むことができ、その運用が容易に
行えるようになる。
【００１０】
　また本発明は、前記項目毎に記憶する識別情報が、複数であることが好ましい。これに
よって、異なる複数の装置のいずれに対しても、それぞれが必要とするデータ中の項目の
みを取り込ませることができる。
【００１１】
　また本発明は、各種装置で使用するデータを共用管理すると共に、前記各種装置へ前記
データを提供するデータ管理システムにおいて、前記各種装置の内の何れかの装置が、前
記データを構成する１レコード内の項目毎に前記各装置を識別する識別情報を記憶する記
憶手段を備え、前記記憶手段を備えた装置以外の装置は、前記記憶されたデータの１レコ
ードを構成する複数の項目の内、自装置を識別する識別情報が記憶された項目を自装置に
取り込む取込み手段を備えたことを特徴としている。
【００１２】
　また本発明は、上記データ管理システムにおいて、前記記憶手段が項目毎に記憶する識
別情報は、複数であることが好ましい。
【００１３】
　また本発明は、上記データ管理システムにおいて、前記各種装置が、管理装置、あるい
は、前記管理装置の機能を有する装置と、前記管理装置、あるいは、前記管理装置の機能
を有する装置によって管理される各種装置とを具備し、前記記憶手段を前記管理装置、あ
るいは、前記管理装置の機能を有する装置が具備していることが好ましい。管理装置、あ
るいは、前記管理装置の機能を有する装置に記憶手段を設けることで、管理装置、あるい
は、前記管理装置の機能を有する装置に管理される各装置全ての装置内のメモリ容量の圧
迫を防止できる。
【００１４】
　また本発明は、各種装置それぞれのコンピュータにおいて使用するデータの共用管理と
そのデータの取り込みを行うコンピュータソフトウェアによる情報処理方法において、前
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記データは、複数の項目を有するレコードを有し、且つ当該データを構成する１レコード
内の項目毎に前記各装置を識別する識別情報を記憶しており、前記記憶したデータの１レ
コードを構成する複数の項目の内、自装置を識別する識別情報が記憶された項目のみを自
装置に取り込む取込ステップ、を備えたことを特徴としている。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】データ管理システム１－１のシステム構成図である。
【図２】管理装置１０の機能ブロック図である。
【図３】ラベルプリンタ３０の機能ブロック図である。
【図４】秤付きラベルプリンタ６０の機能ブロック図である。
【図５】包装装置９０の機能ブロック図である。
【図６】データ管理システム１－１によるデータの共用管理とそのデータの取り込み方法
の処理フロー図である。
【図７】データ取り込みの一例を示す概念図である。
【図８】データ管理システム１－２のシステム構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して詳細に説明する。
　図１は本発明の一実施形態にかかるデータ管理システム１－１のシステム構成図である
。同図に示すように、データ管理システム１－１は、管理装置１０と、秤なしのラベルプ
リンタ３０と、秤付きラベルプリンタ６０と、包装装置９０とを、ＬＡＮ１５０によって
接続して構成されている。ＬＡＮ１５０は有線、無線の何れであっても良い。各装置３０
，６０，９０は、管理装置１０に記憶された商品データ（データ）を共用して使用するも
のであり、各装置３０，６０，９０は、それぞれ独立に動作させても良いし、相互に関連
して動作させても良い。なお、管理装置１０、ラベルプリンタ３０、秤付きラベルプリン
タ６０、包装装置９０は、何れも情報を処理する情報処理装置である。
【００２０】
　管理装置１０は、データ管理システム１－１全体を制御するコンピュータであって、下
記する商品マスタファイル等の種々の情報を管理する。商品マスタファイルは、複数の商
品の商品データを、所定のデータフォーマットで、格納したファイルであって、適宜更新
される。
【００２１】
　図２は管理装置１０の機能ブロック図の一例を示す図である。同図に示すように、管理
装置１０は、ＣＰＵ１１と、ＲＯＭ１３と、ＲＡＭ１５と、ハードディスク１７と、表示
部１９と、入力部２１と、通信部２３とを有しており、これら各構成要素を互いにバス２
５を介して接続して構成されている。ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１３に記憶された制御プログ
ラムを実行することにより、管理装置１０の動作を制御する。ＲＯＭ１３は、前記制御プ
ログラム等の各種情報を記憶する。ＲＡＭ１５は、種々の情報を一時記憶する記憶手段で
ある。ハードディスク１７は、前記商品マスタファイル等の各種情報を記憶する記憶手段
である。表示部１９は、例えば液晶ディスプレイであり、管理装置１０を操作する操作者
に対して情報を表示する。入力部２１は、管理装置１０を操作する操作者から種々の操作
を受けるための各種キー等を有している。通信部２３はＬＡＮ１５０を介して外部の各種
装置と通信するための通信インタフェースである。
【００２２】
　図３はラベルプリンタ３０の機能ブロック図の一例を示す図である。同図に示すように
、ラベルプリンタ３０は、ＣＰＵ３１と、ＲＯＭ３３と、ＲＡＭ３５と、操作部３７と、
表示部３９と、通信部４１と、インタフェース４３と、サーマルヘッド４５と、ステッピ
ングモータ４７と、カッター４９とを有しており、これら各構成要素を互いにバス５１を
介して接続して構成されている。なおこの例で用いているラベルプリンタ３０は、台紙レ
スラベルプリンタである。
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【００２３】
　ＣＰＵ３１は、ＲＯＭ３３上の制御プログラムを実行することにより、ラベルプリンタ
３０の動作を制御する。ＲＯＭ３３は、前記制御プログラム等の各種情報を記憶する。Ｒ
ＡＭ３５は、前記商品マスタファイルから必要な項目を取り出した商品ファイルや、ラベ
ル印字のフォーマットが定義された印字フォーマットや、フォントファイル等の各種情報
を記憶する。操作部３７は、操作者が各種入力を行う入力装置である。表示部３９は、種
々の情報（印刷する商品名称や日時等）を表示する液晶ディスプレイである。この液晶デ
ィスプレイはタッチパネルとなっており、上記操作部３７に兼用して用いられる。通信部
４１は、前記管理装置１０等の他の装置とＬＡＮ１５０を介して通信するためのものであ
る。サーマルヘッド４５は、ＣＰＵ３１の指令に基づいて駆動され、印字用の用紙を加熱
して印字する。ステッピングモータ４７は、ＣＰＵ３１の指令に基づいて駆動され、印字
用の用紙の紙送りを行う。カッター４９は、ＣＰＵ３１の指令に基づいて印字後の用紙を
カットする。ラベルには、商品名称、産地名称、値段、原材料、添加物、バーコード等が
印字される。従って、ＲＡＭ３５に記憶する商品ファイル中の各商品データのレコード中
には、商品コード、商品名称、産地名称、単価、原材料、添加物等の項目が必要である。
【００２４】
　図４は秤付きラベルプリンタ６０の機能ブロック図の一例を示す図である。同図に示す
ように、秤付きラベルプリンタ６０は、ＣＰＵ６１と、ＲＯＭ６３と、ＲＡＭ６５と、操
作部６７と、表示部６９と、計量部７１と、通信部７３と、インタフェース７５と、サー
マルヘッド７７と、ステッピングモータ７９と、カッター８１とを有しており、これら各
構成要素を互いにバス８３を介して接続して構成されている。
【００２５】
　ＣＰＵ６１、ＲＯＭ６３、ＲＡＭ６５、操作部６７、表示部６９、通信部７３、インタ
フェース７５、サーマルヘッド７７、ステッピングモータ７９、カッター８１は、何れも
前記ラベルプリンタ３０のＣＰＵ３１、ＲＯＭ３３、ＲＡＭ３５、操作部３７、表示部３
９、通信部４１、インタフェース４３、サーマルヘッド４５、ステッピングモータ４７、
カッター４９と同様なので、それらの詳細な説明は省略する。一方、計量部７１は、その
計量皿に載置した商品の重量を測定する装置であり、測定結果はＲＡＭ５５に記憶される
。
【００２６】
　秤付きラベルプリンタ６０は、計量部７１（その計量皿）に載せた商品の重量を測定し
、測定重量から風袋重量を減算して正味重量を求め、その単価から値段を求める。そして
、ラベルには、前記ラベルプリンタ３０と同様の内容が印字される。従って、ＲＡＭ６５
に記憶する商品ファイル中の各商品データのレコード中には、商品コード、商品名称、産
地名称、単価、原材料、添加物等の他に、風袋重量の項目が必要になる。
【００２７】
　図５は包装装置９０の機能ブロック図の一例を示す図である。同図に示すように、包装
装置９０は、計量値付制御部９１と、包装制御部９３とを具備している。計量値付制御部
９１は、主として商品を計量し、値付し、ラベルを発行する制御を行うものであり、包装
制御部９３は、主としてストレッチ包装機の機構部の制御を行うものである。
【００２８】
　計量値付制御部９１は、ＣＰＵ９５と、ＲＯＭ９７と、ＲＡＭ９９と、表示操作部１０
１と、計量部１０３と、通信部１０５と、インタフェース（ＩＮＦ）１０７と、印字部１
０９と、貼付部１１０と、商品検出センサ１１１とを有しており、これら各構成要素を互
いにバス１１３を介して接続して構成されている。
【００２９】
　ＣＰＵ９５は、計量値付制御部９１全体を制御する。ＲＯＭ９７には、ＣＰＵ９５が実
行する各種制御プログラムが記憶されている。ＲＡＭ９９には、前記商品マスタファイル
から必要な項目を取り出した商品ファイルや印字フォーマットやトレイ情報等の各種情報
を一時記憶する。表示操作部１０１は、キーボードとタッチパネルからなる操作部と、液
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晶ディスプレイ（前記タッチパネル兼用）で構成された表示部を備えており、各種入力、
表示を行う。計量部１０３は、包装装置９０の商品載置部に載置された被包装物を計量し
て出力するものである。通信部１０５は、前記管理装置１０等の他の装置とＬＡＮ１５０
を介して通信するためのものである。インタフェース１０７は、包装制御部９３側のイン
タフェース１１７と接続され、各種データや指令の交信を行う。データの内容は、各種ス
テータスデータの他、包装制御部９３側から計量値付制御部９１側へトレイ種別判断やラ
ベル貼付用データとして商品の長さ、幅、高さのデータ等が送信される。印字部１０９は
ＣＰＵ９５の指令に基づいてラベルに商品名や値段などの印字を行い発行するものである
。ラベルへの印字項目は、前記ラベルプリンタ３０，６０の場合と同じとする。貼付部１
１０は発行されたラベルを該当する被包装物に貼付する。商品検出センサ１１１は、被包
装物がラベル貼付位置に送られてきたことを検出し、この検出結果に基づいて貼付部１１
０を制御する。
【００３０】
　包装制御部９３は、ＣＰＵ１１５と、インタフェース（ＩＮＦ）１１７と、ＲＯＭ１１
９と、ＲＡＭ１２１と、操作部１２３と、機構駆動部１２５とを有しており、これら各構
成要素を互いにバス１２７を介して接続して構成されている。ＣＰＵ１１５は、包装制御
部９３全体を制御する。インタフェース１１７は、前記計量値付制御部９１と各種データ
や指令の交信を行うものである。ＲＯＭ１１９には、ＣＰＵ１１５が実行する各種制御プ
ログラムが記憶されている。ＲＡＭ１２１には、前記商品マスタファイルから必要な項目
を取り出した商品ファイルや、トレイのサイズに基づいて各種包装制御データを決定する
ためのトレイファイル等の各種情報が記憶されている。操作部１２３は、装置の起動停止
等を操作する各種指令スイッチで構成されている。機構駆動部１２５は、被包装物の包装
を行う場合に包装装置９０の各機構部を駆動するための回路であり、具体的にはエレベー
タを駆動するエレベータモータ１２９と、被包装物を包装装置９０内に搬入するコンベア
の搬入モータ１３１と、被包装物（トレイ）の横幅、奥行き、高さをそれぞれ検出する幅
検出センサ１３３、長さ検出センサ１３５、高さ検出センサ１３７と、その他、排出プッ
シャ駆動モータ１３９と、フィルム移送駆動モータ１４１と、折込板駆動モータ１４３と
を有している。
【００３１】
　そして例えば、包装装置９０の商品載置部にトレイに載せた商品を載置すれば、その商
品の重量が計量され、トレイの寸法が測定されてトレイ種別が判定され、トレイ種別から
風袋重量を判断し、正味重量、値段を算出する。そしてトレイの寸法やフィルム張り量等
のデータを参照しながら、商品の包装を行う。次に、印字部１０９によって商品名や値段
などが印字されたラベルを発行し、このラベルを貼付部１１０によって前記包装した商品
に貼付し、包装装置９０から排出し、一連の包装操作が終了する。従って、ＲＡＭ９９又
は１２１に記憶する商品ファイル中の各商品データのレコード中には、商品コード、商品
名称、産地名称、単価、風袋重量、トレイ情報、フィルム張り量、原材料、添加物等の項
目が必要になる。
【００３２】
　次に、上記データ管理システム１－１によるデータ処理方法を説明する。図６はデータ
管理システム１－１によるデータの共用管理とそのデータの取り込み方法の処理フロー（
取込ステップ）の一例を示す図である。また図７は、データ取り込みの一例を示す概念図
である。
【００３３】
　まず前記図２に示す管理装置１０のハードディスク１７（又はＲＡＭ１５）に、図７に
示すような商品マスタファイルＦ１を記憶しておく（記憶ステップ）。商品マスタファイ
ルＦ１のデータ中には、多数の商品毎のレコードＲ１が存在する。図７に示しているレコ
ードＲ１は、１つの商品（商品データ）のレコードＲ１であり、その中には、商品コード
、商品名称、産地名称、単価、風袋重量、トレイ情報、フィルム張り量、原材料、添加物
等の種々の項目（例えば５０項目程度）Ｋ１～Ｋｎが含まれている。そして各項目Ｋ１～
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Ｋｎの夫々には、前記ラベルプリンタ３０と秤付きラベルプリンタ６０と包装装置９０を
識別する識別情報Ａ，Ｂ，Ｃが記憶されている。Ａは包装装置９０が必要とし、包装装置
９０に取り込むことを識別する識別情報である。Ｂは秤付きラベルプリンタ６０が必要と
し、秤付きラベルプリンタ６０に取り込むことを識別する識別情報である。Ｃはラベルプ
リンタ３０が必要とし、ラベルプリンタ３０に取り込むことを識別する識別情報である。
なおこれら識別情報Ａ，Ｂ，Ｃを含んだ商品データをハードディスク１７（又はＲＡＭ１
５）に記憶する工程を記憶ステップと呼ぶ。
【００３４】
　即ち、包装装置９０は、上述のように、トレイに載せた商品を計量して包装し、その重
量、単価に応じた価格等を印刷したラベルを発行し貼付する装置であるが、このような機
能を発揮するためには、上記商品マスタファイルＦ１の各商品データ（１レコードＲ１）
の項目の内、商品コード、商品名称、産地名称、単価、風袋重量、トレイ情報、フィルム
張り量、原材料、添加物の情報が必要になる（他にも必要な情報はあるが、説明を容易に
するため、ここではこれらの項目のみを必要な項目として、以下説明する。下記するラベ
ルプリンタ３０と秤付きラベルプリンタ６０においても同様とする。）。そこでこれら必
要な項目Ｋ１～Ｋ７，Ｋｎ－１，Ｋｎに対して、「Ａ」という識別情報を付与している。
【００３５】
　同様に、秤付きラベルプリンタ６０は、上述のように、計量皿に商品を載せ、その重量
、単価に応じた価格等を印刷したラベルを発行する装置であるが、このような機能を発揮
するためには、商品マスタファイルＦ１中の、商品コード、商品名称、産地名称、単価、
風袋重量、原材料、添加物の情報が必要になる。そこでこれら必要な項目Ｋ１～Ｋ５，Ｋ
ｎ－１，Ｋｎに対して、「Ｂ」という識別情報を付与している。
【００３６】
　同様に、秤なしのラベルプリンタ３０は、商品情報を手入力やバーコードの読み込みに
よって入力することで、単価に応じた価格等を印刷したラベルを発行する装置であるが、
このような機能を発揮するためには、商品マスタファイルＦ１中の、商品コード、商品名
称、産地名称、単価、原材料、添加物の情報が必要になる。そこでこれら必要な項目Ｋ１
～Ｋ４，Ｋｎ－１，Ｋｎに対して、「Ｃ」という識別情報を付与している。
【００３７】
　そして例えば、秤なしのラベルプリンタ３０を自装置として、管理装置１０のハードデ
ィスク１７（又はＲＡＭ１５）に記憶されている商品マスタファイルＦ１から必要な商品
情報を取り込む取込ステップの例を説明する。
【００３８】
　図６において、まずラベルプリンタ３０から管理装置１０にアクセスして、所望の１つ
の商品の商品データ（１レコードＲ１分）の全ての項目Ｋ１～Ｋｎを取り込み、一時記憶
する（ステップ１）。次に前記読み込んだ項目Ｋ１～Ｋｎの内の項目Ｋ１を読み込み（ス
テップ２）、自装置の識別情報「Ｃ」がその項目Ｋ１に存在するか否かを判定する（ステ
ップ３）。項目Ｋ１には識別情報「Ｃ」が存在するので、項目Ｋ１の「商品コード」をＲ
ＡＭ３５（商品ファイル）に書き込む（ステップ４）。
【００３９】
　次に、次の項目Ｋ２が存在するか否かを判定し（ステップ５）、項目Ｋ２は存在するの
で、ステップ２に戻り、次の項目Ｋ２を上記と同様に処理する。上記処理を繰り返し行う
。そして、ステップ２において項目Ｋ５を読み込むと、項目Ｋ５には識別情報「Ｃ」が存
在しないので（ステップ３）、項目Ｋ５の「風袋重量」はＲＡＭ３５に書き込まず、ステ
ップ２に戻り、項目Ｋ６を読み込む。上記ステップ２～ステップ５を繰り返し、その商品
についての全ての項目Ｋ１～Ｋｎの選別が終了した場合、ステップ６に移行し、読み込む
べき次の商品の商品データがあるか否かを判定し、ある場合はステップ１に戻って、上記
と同じ処理を行い、ない場合はこの一連の処理を終了する。
【００４０】
　以上の処理によって、図７の商品ファイルＦ４に示すように、ラベルプリンタ３０に必
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要とされる項目Ｋ１～Ｋ４，Ｋｎ－１、Ｋｎのみを有する複数の商品データがラベルプリ
ンタ３０の商品ファイルＦ４として、ＲＡＭ３５に記憶される。そしてこれら複数の商品
の商品データを有する商品ファイルＦ４を用いて、ラベルプリンタ３０を駆動操作する。
以上のように、ＲＡＭ３５には、商品ファイルＦ４として前記管理装置１０に記憶された
商品マスタファイルＦ１中の各商品データの必要な項目のみが記憶され、不要な項目は記
憶されないので、限られたラベルプリンタ３０内のメモリ容量が圧迫されることはない。
また管理装置１０側に、予めこのラベルプリンタ３０専用のデータフォーマットからなる
データファイル（商品ファイル）を作成しておく必要もなく、データ管理が煩雑になるこ
ともない。
【００４１】
　次に、秤付きラベルプリンタ６０の場合も、上記と同様に、管理装置１０にアクセスし
、その商品マスタファイルＦ１の中の各商品データから自装置の識別情報「Ｂ」が存在す
る項目のみを取り込むことで、秤付きラベルプリンタ６０に必要とされる項目Ｋ１～Ｋ５
，Ｋｎ－１、Ｋｎのみを有する商品データとした商品ファイルＦ３を作成し、ＲＡＭ６５
に記憶する。
【００４２】
　次に、包装装置９０の場合も、上記と同様に、管理装置１０にアクセスし、その商品マ
スタファイルＦ１の中の各商品データから自装置の識別情報「Ａ」が存在する項目のみを
取り込むことで、包装装置９０に必要とされる項目Ｋ１～Ｋ７，Ｋｎ－１、Ｋｎのみを有
する商品データとした商品ファイルＦ２を作成し、ＲＡＭ９９，１２１に記憶する。
【００４３】
　なお、前記図６のステップ１における商品データの取込み方法としては、各装置（ラベ
ルプリンタ３０、秤付きラベルプリンタ６０、包装装置９０）が管理装置１０に商品デー
タをバッチ処理によって取りに行く方法や、管理装置１０から各装置が商品データをバッ
チ処理によって取得する方法や、自装置に登録されていない商品データを必要に応じて管
理装置１０に取りに行くリアルタイム処理等、状況に応じて種々の取得方法を用いること
ができる。
【００４４】
　図８は本発明の他の実施形態にかかるデータ管理システム１－２のシステム構成図であ
る。同図において、前記図１～図７に示すデータ管理システム１－１と同一又は相当部分
には同一符号を付す。なお以下で説明する事項以外の事項については、前記図１～図７に
示す実施形態と同じである。
【００４５】
　同図に示すデータ管理システム１－２において、上記データ管理システム１－１と相違
する点は、管理装置１０を省略した点である。その代りに、例えば、上記図７に示す商品
マスタファイルＦ１に相当する商品ファイルＦ１´を、ラベルプリンタ３０のＲＡＭ３５
に記憶しておく。つまりこの例の場合、ラベルプリンタ３０が管理装置の役割を兼ねる装
置、即ち管理装置の機能を有する装置になる。このように構成した場合、ラベルプリンタ
３０はＲＡＭ３５に記憶した前記商品ファイルＦ１´をそのまま使用して駆動操作される
。
【００４６】
　一方、秤付きラベルプリンタ６０は前記ラベルプリンタ３０にアクセスし、前記データ
管理システム１－１の場合と同様に、その商品ファイルＦ１´の中から自装置の識別情報
「Ｂ」が存在する項目のみを取り込むことで、秤付きラベルプリンタ６０に必要とされる
項目Ｋ１～Ｋ５，Ｋｎ－１、Ｋｎのみを有する商品データとした商品ファイルＦ３を作成
し、ＲＡＭ６５に記憶する。そしてこの商品ファイルＦ３を用いて、秤付きラベルプリン
タ６０を駆動操作する。
【００４７】
　同様に、包装装置９０も前記ラベルプリンタ３０にアクセスし、その商品ファイルＦ１
´の中から自装置の識別情報「Ａ」が存在する項目のみを取り込むことで、包装装置９０
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に必要とされる項目Ｋ１～Ｋ７，Ｋｎ－１，Ｋｎのみを有する商品データとした商品ファ
イルＦ２を作成し、ＲＡＭ９９やＲＡＭ１２１に記憶する。そしてこの商品ファイルＦ２
を用いて、包装装置９０を駆動操作する。
【００４８】
　上記データ管理システム１－２では、図７に示す商品マスタファイルＦ１に相当する商
品ファイルＦ１´を、ラベルプリンタ３０のＲＡＭ３５に記憶した例を示したが、その代
りに秤付きラベルプリンタ６０のＲＡＭ６５や包装装置９０のＲＡＭ９９，１２１に記憶
しても良い。
【００４９】
　このように、データ管理システム１－２を構成すれば、管理装置を省略できる。一方、
図１に示すデータ管理装置１－１のように管理装置１０を設置した場合は、所望の機械的
動作を行うすべての各装置（ラベルプリンタ３０、秤付きルプリンタ６０、包装装置９０
）内のメモリ容量の圧迫が防止できる。
【００５０】
　ところで、上記図７において、項目Ｋ１～Ｋｎ毎に設定された、装置を識別する識別情
報「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」は、項目毎にこれを変更または削除するだけで、取り込む項目
を容易に変更することが可能になる。また、ある装置が必要とする項目に、その装置を識
別する識別情報「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」を設定するだけで、必要とするデータ（項目）の
みを取り込むことができるので、その運用が容易に行える。
【００５１】
　以上本発明の実施形態を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく
、特許請求の範囲、及び明細書と図面に記載された技術的思想の範囲内において種々の変
形が可能である。なお直接明細書及び図面に記載がない何れの構成であっても、本願発明
の作用・効果を奏する以上、本願発明の技術的思想の範囲内である。例えば、上記例では
、商品データを用いて所望の動作を行う装置として、秤なしのラベルプリンタ３０と秤付
きラベルプリンタ６０と包装装置９０とを例示したが、この種の装置としては、例えばラ
ベル貼付装置、ＰＯＳレジスタ、電子棚札、券売機等、他の種々の装置であっても良い。
例えばＰＯＳレジスタが前記管理装置１０に接続されていて管理装置１０の商品マスタフ
ァイルＦ１から必要な項目を取り出す際は、風袋重量やトレイ情報やフィルム張り量や原
材料や添加物等の項目は不要な場合がある。また例えば電子棚札を制御する電子棚札コン
トローラが前記管理装置１０に接続されていて管理装置１０の商品マスタファイルＦ１か
ら必要な項目を取り出す際は、産地名称や風袋重量やトレイ情報やフィルム張り量や原材
料や添加物等の項目は不要な場合がある。従ってこれら装置に本発明を適用しても有効で
ある。なお、これら装置も、情報を処理する情報処理装置であることは言うまでもない。
【００５２】
　また上記例では、データとして、商品データを用いた例を示したが、商品データ以外の
、例えば、産地データ、添加物データ、原材料データ等のデータであっても本発明を同様
に適用できる。要は、１又は複数のレコードを有するデータであって、１レコード内に１
又は複数の項目を具備し、これら項目の中から必要な項目を取り出すことが求められるデ
ータであれば、どのようなデータであっても良い。
【００５３】
　また上記例では、管理装置や各種装置の間をＬＡＮ等の通信回線を介して接続すること
でデータの受け渡しを行ったが、本発明はこれに限られず、ＵＳＢメモリやＳＤカード等
の各種記憶媒体によって、管理装置や各種装置の間でデータの受け渡しを行う構成として
も良い。要は、管理装置を含む各種装置間でデータを提供したり提供を受けたりする（つ
まりデータの受け渡しを行う）ことができる構成であれば、どのような構成であってもよ
い。
【００５４】
　更に上記例では、各商品の商品データの項目毎に装置を識別する識別情報を設定したが
、例えば複数の商品の商品データを記憶する商品ファイル中の複数の商品毎に付される各
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タイトル（項目）にのみ装置を識別する識別情報を設定しても良い。このように構成すれ
ば、複数の商品毎にまとめて処理ができるので、更に運用が簡単になる。この場合、商品
ファイルが１レコード、タイトルが項目になる。
【符号の説明】
【００５５】
　　１－１　データ管理システム　　　　　　　１０　管理装置
　　１１　ＣＰＵ　　　　　　　　　　　　　　１３　ＲＯＭ
　　１５　ＲＡＭ　　　　　　　　　　　　　　１７　ハードディスク
　　１９　表示部　　　　　　　　　　　　　　２１　入力部
　　２３　通信部　　　　　　　　　　　　　　２５　バス
　　３０　ラベルプリンタ　　　　　　　　　　３１　ＣＰＵ
　　３３　ＲＯＭ　　　　　　　　　　　　　　３５　ＲＡＭ
　　３７　操作部　　　　　　　　　　　　　　３９　表示部
　　４１　通信部　　　　　　　　　　　　　　４３　インタフェース
　　４５　サーマルヘッド　　　　　　　　　　４７　ステッピングモータ
　　４９　カッター　　　　　　　　　　　　　５１　バス
　　６０　秤付きラベルプリンタ　　　　　　　６１　ＣＰＵ
　　６３　ＲＯＭ　　　　　　　　　　　　　　６５　ＲＡＭ
　　６７　操作部　　　　　　　　　　　　　　６９　表示部
　　７１　計量部　　　　　　　　　　　　　　７３　通信部
　　７５　インタフェース　　　　　　　　　　７７　サーマルヘッド
　　７９　ステッピングモータ　　　　　　　　８１　カッター
　　８３　バス　　　　　　　　　　　　　　　９０　包装装置
　　９１　計量値付制御部　　　　　　　　　　９３　包装制御部
　　９５　ＣＰＵ　　　　　　　　　　　　　　９７　ＲＯＭ
　　９９　ＲＡＭ　　　　　　　　　　　　　　１０１　表示操作部
　　１０３　計量部　　　　　　　　　　　　　１０５　通信部
　　１０７　インタフェース（ＩＮＦ）　　　　１０９　印字部
　　１１０　貼付部　　　　　　　　　　　　　１１１　商品検出センサ
　　１１３　バス　　　　　　　　　　　　　　１１５　ＣＰＵ
　　１１７　インタフェース（ＩＮＦ）　　　　１１９　ＲＯＭ
　　１２１　ＲＡＭ　　　　　　　　　　　　　１２３　操作部
　　１２５　機構駆動部　　　　　　　　　　　１２７　バス
　　１２９　エレベータモータ　　　　　　　　１３１　搬入モータ
　　１３３　幅検出センサ　　　　　　　　　　１３５　長さ検出センサ
　　１３７　高さ検出センサ　　　　　　　　　１３９　排出プッシャ駆動モータ
　　１４１　フィルム移送駆動モータ　　　　　１４３　折込板駆動モータ
　　１５０　ＬＡＮ　　　　　　　　　　　　　Ｆ１　商品マスタファイル
　　Ｒ１　レコード　　　　　　　　　　　　　Ｋ１～Ｋｎ　項目
　　Ａ，Ｂ，Ｃ　識別情報
　　Ｆ１´，Ｆ２，Ｆ３，Ｆ４　商品ファイル
　　１－２　データ管理システム
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